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③ 地域との連携
「つなぐプロジェクト」の取り組み案

イ. 公民館事業の各種講座に障がい者理解促進プログラム

<公民館の強み>
● 多様な人々が利用する ● 各区に複数の拠点(建物)がある
● 人集めや講座の企画・進行のノウハウがある
⇒ 既存の公民館事業の中に障がいのある方との「ふれあい」の機会を創出する

＋
講 義 障がい当事者から自らの体験談やどんな配慮が必要か伝えてもらう

体 験

手話体験 アイマスク体験 障がい者スポーツ

<ワーキンググループへ参加を呼び掛けたい団体>

１. 公民館 ２. 新潟市社会福祉協議会

人材育成 体験だけで終わらせず、既存の講座や取り組みに参加してもらう

（既存の講座や取り組みの例）
■ 手話奉仕員養成講習会 ■ 点訳ボランティア養成講習会
■ 同行援護従事者養成・研修講座 ■ 障害者スポーツ指導員養成講座

● 全ての公民館で取り組みの実施
● 身近な地域に理解者・支援者がたくさんいる
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